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１８６ 豊橋技術科学大学三十年史

昭和

国立高等専門学校協会専攻科に関する特別委員会，「新たな理想による技術大学」構想の検討に着手�（’67）42
文部省，「高等専門学校制度の調査研究に関する会議」設置�（’68）43
高等専門学校制度の調査研究に関する会議，「技術科学大学院（仮称）の創設について」取りまとめ，

高等専門学校に接続する大学院レベルの新高等教育機関設置を提言

�（’72）47

文部省，「技術科学大学院（仮称）に関する調査研究会議」設置�

昭和49年度予算政府案に技術科学大学院（仮称）の豊橋市設置を計上�（’73）48
昭和49年度予算に「技術科学大学院」２校（長岡市及び豊橋市）設置の創設準備費を計上�（’74）49
東京工業大学に「技術科学大学院（仮称）創設準備室」設置�

「技術科学大学院（仮称）創設準備室」に室長（併任），総主幹，主幹を置く�

豊橋市天伯地区に大学用地を決定�

文部省，「技術科学大学院（仮称）教育課程，設置等調査会」設置�

昭和50年度予算政府案に技術科学大学院（仮称）創設準備運営費並びに事業費を計上�（’75）50
豊橋市，総務部に「技術科学大学院創設対策課」設置�

文部省，「豊橋技術科学大学院」（仮称）を「豊橋技術科学大学」（仮称）と改称�

昭和51年度予算政府案で昭和51年10月開学，昭和53年４月から学生を受入れることとし，これに要する

経費を計上

�（’76）51

技術科学大学の教育課程・施設等に関する調査研究会議，「技術科学大学」の基本構想・教育研究組織・

教育課程・管理運営方式・施設等について検討し，―まとめ―により最終報告

�

豊橋技術科学大学の新設公布［国立学校設置法の一部改正する法律による］�

豊橋技術科学大学開学�

榊米一郎，初代学長に就任�

小池良雄，初代事務局長に就任�

事務局に総務主幹，施設主幹を置く�

事務局仮庁舎を豊橋市分庁舎（豊橋市八町通２丁目16番地）に設置�

技術科学大学東京連絡所を文部省内に設置［～52.３］�

「基本問題検討委貝会」（教授会発足までの間の代行機関）設置［～53.３］�

工学部にエネルギー工学課程，生産システム工学課程，電気・電子工学課程，情報工学課程，物質工学

課程，建設工学課程の６課程設置

�（’77）52

事務局の総務主幹，施設主幹を廃止し，総務課，施設課を置く�

横尾養貫，初代副学長（教育・厚生補導担当）に就任�

福利施設竣工�

豊橋技術科学大学略年表
年 表

（注●文頭にある円内の数字は「月」を示す）
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１８７Ⅳ　記　録

講義棟（A棟），人文・社会，物質系研究棟（B棟），学生宿舎（A，B棟）及び共用棟，物質系学生実

験棟（B1棟），生活廃水処理施設竣工

�（’78）53

事務局を豊橋市分庁舎から豊橋市天伯町字雲雀ケ丘１－１に移転�

「豊橋技術科学大学学則」制定，「教授会」設置�

斎藤武，初代副学長（研究担当）に就任�

語学センター設置�

事務局の総務課を廃止し，庶務課，会計課，学務課を置く�

第１回（昭和53年度）入学式挙行［４.25，授業開始］�

実験廃水処理施設竣工�

開学記念式典を挙行�

第１回公開講座（開学記念）開催�

電気情報系研究棟（C棟），エネルギー，生産システム，建設研究棟（D棟）竣工�（’79）54
電気情報系学生実験棟（C１棟），エネルギー，生産システム，建設学生実験棟（D１棟），エネルギー，

生産システム低層実験棟（E３棟），建設低層実験棟（E２棟），事務局，語学センター，学生宿舎（C，

D棟），体育館竣工

�

事務局に学生課，図書課，入学主幹を置く�

体育・保健センター設置�

第１回参与会開催�

体育・保健センター，電気情報系研究実験棟（C２棟），エネルギー，生産システム，建設研究実験棟

（D２棟），図書館，課外活動共用施設，物質系研究実験棟（B２棟），エネルギー，生産システム低層実

験棟（E３棟），建設低層実験棟（E２棟），陸上競技場竣工

�（’80）55

第１回（昭和54年度）工学部卒業式挙行�

西成基（教育・厚生補導担当）， （研究担当）副学長に就任�

徳平滋，事務局長に就任�

大学院工学研究科修士課程設置（エネルギー工学専攻，生産システム工学専攻，電気・電子工学専攻，

情報工学専攻，物質工学専攻，建設工学専攻），技術開発センター設置

�

第１回（昭和55年度）大学院工学研究科修士課程入学式挙行�

電気情報系低層実験棟（E４棟），エネルギー，生産システム低層実験棟（E５棟）竣工�（’81）56
技術開発センター，非常勤講師等宿泊施設「ひばり荘」，野球場竣工�

分析計測センター，計算機センター，廃棄物処理施設 設置�

事務局に総務部（庶務課，会計課，施設課），教務部（学務課，学生課，図書課，入学主幹）を置く�

カリフォルニア大学バークレイ校との間に大学院学生交流に関する協定締結�

電気情報系研究実験棟（C３棟），エネルギー，生産システム，建設研究実験棟（D３棟）竣工�

計算機センター竣工�

分析計測センター竣工�（’82）57
第１回（昭和56年度）大学院工学研究科修士課程学位記授与式挙行�

榊米一郎，学長に再選�

本多波雄（教育・厚生補導担当），西成基（研究担当）副学長に就任�

工作センター設置�

国際炭素会議開催�

第１回東京大学生産技術研究所との共同研究会議開催�

工作センター，極低温実験棟竣工�（’83）58
国際交流会館，自然エネルギー実験棟竣工�

天野賢之助，事務局長に就任�
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１８８ 豊橋技術科学大学三十年史

実験実習工場竣工�（’84）59
本多波雄，第２代学長に就任�

古屋善正（教育・厚生補導担当），佐々木慎一（研究担当）副学長に就任�

第１回産学交流シンポジウム「産学交流をいかに進めるか」開催（昭和61年度から技術セミナーとして

開催）

�

第１回大学公開�

国際シンポジウム「炭素繊維の基礎科学と新しい応用」開催�

第１回外国語教育シンポジウム開催�

同済大学（中国）との間に地震工学共同研究計画に関する合意書締結�（’85）60
環境防災，情報通信，放射線実験棟竣工�

野村文昭，事務局長に就任�

事務局教務部に研究協力主幹を置く�

ウィスコンシン大学マデイソン校との間に教育及び学術上の協力に関する協定締結�

大学院工学研究科博士後期課程設置（材料システム工学専攻，システム情報工学専攻）�（’86）61
第１回（昭和61年度）大学院工学研究科博士後期課程入学式挙行�

開学10周年記念「豊橋技科大フェア」開催�

開学10周年記念式典挙行�

開学10周年記念国際シンポジウム「情報技術の発達とその都市・環境系に対する影響」開催�

開学10周年記念「技術セミナー」開催�

西村正太郎，副学長（教育・厚生補導担当）に就任�（’87）62
大学院工学研究科博士後期課程総合エネルギー工学専攻設置�

第１回（昭和62年度）大学院工学研究科（博士後期課程）総合エネルギー工学専攻入学式挙行�

第１回東京大学生産技術研究所及び長岡技術科学大学との共同研究会議（於 東大生研）�

大学院研究実験棟（B３　 ，D４棟）の竣工�

小島弘，事務局長に就任�（’88）63
本多波雄，学長に再選�

知識情報工学課程設置�

第１回（昭和63年度）知識情報工学課程入学式挙行�

技術開発センター増設竣工�

国際交流会館新館竣工�

計算機センターから情報処理センターへ名称変更�

第１回ミニ大学院アフターファイブコース開催（平成元年度から公開講座として開催）�

第１回工業高等学校教員向け技術講習会開催�

平成

第１回（昭和63年度）大学院工学研究科博士後期課程学位記授与式挙行�（’89）元
第１回高等専門学校情報処理教育担当者上級講習会開催�

勝村光彦，事務局長に就任�

第１回工業高等学校教員向け集中研修会開催（平成３年度から高等学校教員向け情報処理集中研修会と

して開催）

�

第１回学位記（論博）授与式挙行�

知識情報工学系研究棟（F棟）竣工�（’90）２
水泳プール竣工�

佐々木慎一，第３代学長に就任�

高橋正（教育・厚生補導担当），楠菊信（研究担当）副学長に就任�

JICA協力事業「インドネシア高等教育開発計画プロジェクト」に参画�

第１回公開講座技術者養成研修開催�
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１８９Ⅳ　記　録

第１回体育系課外活動サークルリーダーズ合同研修会開催（於 高山市）�（’91）３
第１回高校・高専・大学教官技術教育懇談会開催�

大学院工学研究科修士課程知識情報工学専攻設置�

知識情報工学系研究実験棟（F１棟）竣工�

附属図書館蔵書10万冊達成記念式挙行�

高専・技科大カリキュラム接続協議会開催�（’92）４
講義棟増築竣工�

山下富雄，事務局長に就任�

エコロジー工学課程設置�（’93）５
JICA協力事業「パトムワン工業高等専門学校拡充計画プロジェクト」に参画�

学生宿舎（国際棟），固体機能デバイス研究施設竣工�（’94）６
佐々木慎一，学長に再選�

山下富雄（総務・厚生補導担当）副学長に就任�

藤原清，事務局長に就任�

慶北大学校（韓国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

JICA協力事業「タマサート大学工学部拡充計画プロジェクト」に参画�

化学公開講座開催（主として高校生対象）�

大学院工学研究科博士後期課程を再編成し，機械・構造システム工学専攻，機能材科工学専攻，電子・

情報工学専攻，環境・生命工学専攻設置

�（’95）７

天津大学（中国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

国立工科大学（メキシコ）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

高校生のための物理実験講座開催�

OECD高等教育政策レヴー，本学を視察�

インド理科大学（インド）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

ルイビル大学（アメリカ）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

東南大学（中国），バンドン工科大学（インドネシア）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

ガジャマダ大学（インドネシア）との間に教育・研究に関する交流協定締結�（’96）８
後藤圭司，第４代学長に就任�

穴山武（総務・学生担当），堤和男（教育・研究担当）副学長に就任�

エネルギー工学課程，エネルギー工学専攻をそれぞれ機械システム工学課程，機械システム工学専攻に

改称

�

中国科学院金属研究所（中国），東北大学（中国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

開学20周年記念「TES’96ハイテクフェア」開催�

冨村勉，事務局長に就任�

マルチメディアセンター竣工�

開学20周年記念式典挙行�

TRY-TECH CONFERENCE, 96 開催（於　東京大学）�

清華大学（中国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

エコロジー工学研究棟竣工�（’97）９
マルチメディアセンター設置�

国立ソウル産業大学校との間に教育・研究に関する交流協定締結�

嶺南大学校（韓国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

大学院工学研究科修士課程にエコロジー工学専攻設置�

大学葬（９月26日，インドネシア出張中の大竹一友教授，冨村勉事務局長が航空機事故により死去）�

久保重雄，事務局長に就任�

講義棟（A２棟）竣工�

シャクアラ大学（インドネシア），韓国技術教育大学校との間に教育・研究に関する交流協定締結�
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１９０ 豊橋技術科学大学三十年史

西オーストラリア大学との間に教育・研究に関する交流協定締結�（’98）10
華中科技大学（中国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

未来技術流動研究センター設置�

事務局教務部に研究協力課を置く�

デリー大学（インド）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

附属図書館24時間開館開始�

TES' 98 ハイテクフェア開催�

西ザクセン応用科学大学ツヴィッカウ校（ドイツ）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

インドネシア高等教育総局学術局長招聘�（’99）11
「土曜日はみんな１日大学生」（第１回）開催�

タンタ大学（エジプト）との間に教育・研究に関する交流協定締結�　
ジリナ大学（スロバキア共和国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

沈陽理工大学（中国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

エコロジー工学系研究実験棟（G１棟）竣工�（’00）12
TLO（中部大学技術移転機構）に加盟�

アルビ工科大学（フランス）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

後藤圭司，学長に再選�

福岡秀和（総務・学生担当）副学長に就任�

全北大学校工科大学（韓国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

ものづくりフェア2000 in 東三河に出展�

林一夫，事務局長に就任�

拠点大学セミナー　開催�

マレイシア工科大学との間に教育・研究に関する交流協定締結�

「国際交流の碑」除幕式�

タマサート大学（タイ），スラバヤ工科大学（インドネシア）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

修士課程英語特別コース受け入れ開始�

総合研究実験棟竣工�（’01）13
工学教育国際協力研究センター設置�

ハサヌディン大学（インドネシア）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

成形加工の数値解析法に関する国際会議開催�

ルーア大学機械工学部（ドイツ）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

澤昌俊，事務局長に就任�（’02）14
産学官技術討論会開催�

愛知大学との単位互換協定調印式�

西永頌，第５代学長に就任�

松為宏幸（教育担当），小林敏郎（研究担当）副学長に就任�

留学生センター設置�

事務局教務部に留学生課を置く�

ヨエンス大学（フィンランド）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

韓国技術教育大学との事務職員の交流に関する覚書締結�

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー設置�

21世紀 COE，２　 件が採択される�

豊橋技術科学大学法人化準備推進本部設置�

モスクワ大学物理学部との間に教育・研究に関する交流協定締結�
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１９１Ⅳ　記　録

豊橋技術科学大学21世紀 COE発足記念講演会開催�（’03）15
アンダラス大学（インドネシア）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟竣工�

安東大学校（韓国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

知的財産・産学連携本部を設置�

法月孝，事務局長に就任�

ミュンヘン工科大学との間に教育・研究に関する交流協定締結�

インドネシア海外事務所開所�（’04）16
インキュベーション施設設置�

国立大学法人豊橋技術科学大学設立（学長 西永頌，理事　松為宏幸，小林敏郎，神野信郎）�

地域連携室，高専連携室，研究戦略室，国際交流室，目標評価室，企画広報室設置�

事務局教務部に入試課を置き，図書課を情報図書課，留学生課を国際交流課とし，研究協力課を総務部

に移す

�

株式会社豊橋キャンパスイノベーション設立�

バイコフ金属冶金材料科学研究所（ロシア）との間に研究に関する交流協定締結�

豊橋駅前サテライトオフィス開所�

豊橋技術科学大学産学交流フォーラム（第１回）開催�

北スマトラ大学（インドネシア）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

未来ビーグルリサーチセンター設置�

ホーチミン市工科大学との間に教育・研究に関する交流協定締結�

TUT研究・留学交流フェア in ITB（インドネシアバンドン工科大学）開催�（’05）17
都市エリア産学官連携促進事業成果発表会開催�

マザンダラン大学（イラン）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

技術開発センター，分析計測センター，工作センターを統合し，研究基盤センターに再編�

情報処理センター，マルチメディアセンターを統合し，情報メディア基盤センターに再編�

インテリジェントセンシングシステムリサーチセンター，地域協働まちづくりリサーチセンター，未来

環境エコデザインリサーチセンターを設置

�

事務局総務部に企画課を置く�

ブカレスト工科大学との間に教育・研究に関する交流協定締結�

神鋼電機株式会社との間に研究連携推進に関する協定締結�

新東グループとの間に研究連携推進に関する協定締結�

トピー工業との間に研究連携推進に関する協定締結�

豊橋技術科学大学インドネシア同窓会設立�

瀋陽（中国）海外事務所開所�

大学機関別認証評価訪問調査�

オーストラリア連邦科学産業研究院鉱物研究所との間に研究に関する交流協定締結�（’06）18
豊橋技術科学大学の技術シーズ展 in名古屋開催�

未来ビーグルリサーチセンターシンポジウム（第１回）開催�

マレイシア科学大学，昆明理工大学（中国）との間に教育・研究に関する交流協定締結�

西永頌，学長に再任�
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１９２ 豊橋技術科学大学三十年史

教育研究組織

基　本　組　織講　　座　　名
大　学　院　工　学　研　究　科

工　　学　　部
博士後期課程修　士　課　程

機械システム工学系
 （第１工学系）

熱 ・ 流 体 工 学
エネルギー変換工学
機 器 設 計 学

機械・構造システム工学専攻

機 能 材 料 工 学 専 攻

電 子 ・ 情 報 工 学 専 攻

環 境 ・ 生 命 工 学 専 攻

機械システム工学専攻機械システム工学課程

生産システム工学系
 （第２工学系）

生 産 計 画 学
材 料 工 学
加 工 学

生産システム工学専攻生産システム工学課程

電 気 ・ 電 子 工 学 系
 （第３工学系）

基礎電気・電子工学
電 子 デ バ イ ス 工 学
電 気 シ ス テ ム 工 学
クリーンパワー変換工学

電気・電子工学専攻電気・電子工学課程

情 報 工 学 系
 （第４工学系）

計 算 機 工 学
情 報 処 理 工 学
情 報 シ ス テ ム 工 学

情 報 工 学 専 攻情 報 工 学 課 程

物 質 工 学 系
 （第５工学系）

工 業 分 析 化 学
工 業 無 機 化 学
工 業 有 機 化 学

物 質 工 学 専 攻物 質 工 学 課 程

建 設 工 学 系
 （第６工学系）

構 造 工 学
環 境 工 学
建 築 ・ 地 域 計 画

建 設 工 学 専 攻建 設 工 学 課 程

知 識 情 報 工 学 系
 （第７工学系）

情 報 科 学
機 能 情 報 工 学
マルチメディア教育工学
分 子 情 報 工 学
分 子 設 計 工 学

知 識 情 報 工 学 専 攻知 識 情 報 工 学 課 程

エ コ ロ ジ ー 工 学 系
 （第８工学系）

生 物 基 礎 工 学
生 物 応 用 工 学
生 態 環 境 工 学

エコロジー工学専攻エコロジー工学課程

人 文 ・ 社 会 工 学 系
 （第９学系）

各 セ ン タ ー

計 画 ・ 経 営 科 学
社 会 文 化 学

各 セ ン タ ー

職員数の推移
職員定員の変遷

636261605958575655545352
昭和
51年

1111111111111学 長

222222222221副 学 長

686765636262626251402341教 授

6969686565656564524022助 教 授

11講 師

505050505050503722115助 手

1414141414141414884教 務 職 員

1521541561581591611631531208340115事務系職員

35735835635335335535733325618597177計

15141312111098765432
平成
元年

111111111111111学 長

222222222222222副 学 長

838483828484838282797272727270教 授

838381818384848382807575757371助 教 授

222222222233321講 師

596164676766656256565454545351助 手

121212121212121214131515151515教 務 職 員

145147150154155157158154155152154156158154153事務系職員

387392395401406408407398394385376378380372364計

職員現員の変遷

1817平成16年度

111学 長

222理 事（副学長）

767879教 授

707265助 教 授

121316講 師

514950助 手

111011教 務 職 員

139138140事 務 系 職 員

362363364計

資　料
組織図　４６ページ参照

Title:4.p185-203+4p++ Page:192 



１９３Ⅳ　記　録

名誉教授

  阿部　英次  大呂　義雄  栗林　栄一  定方　　啓  寺澤　　猛  英　　　貢  山下　富雄

  穴山　　武  沖津　昭慶  小 　正光 鈴木　慈郎  土居　敏雄  坂野　武男  山本　眞司

  市川　常男  小沼　義昭  後藤　圭司 鈴木　　康  中村　俊六  福岡　秀和  横尾　義貫

  伊藤　健兒  角　　徹三  小林陽太郎 高石　哲男  中村　雅勇  藤井　壽崇  吉田　　明

  伊藤　浩一  金子　豐久  小松　弘昌 橋　　正  西　　成基  星　鐵太郎

  稲垣　道夫  亀頭　直樹  紺野　　昭 高橋　　昇  西村正太郎  本多　波雄

  臼井　支朗  北尾　高嶺  斉藤　制海 高山　雄二  野口精一郎  本間　　宏

  大久間慶四郎  北川　　孟  榊原　建樹 竹園　茂男  野田　　保  三宅　　醇

  大澤　映二  楠　　菊信  榊　米一郎 堤　　和男  野村　　武  簗瀬　一雄 （50音順）

歴代参与

  青木　　茂 （昭53. 9. 1～平 6. 8.31） 慶伊　富長 （昭60. 6. 1～平元 . 5.31） 春山　志郎 （平 5. 7. 1～平 9. 6.30）

  岡野　　澄 （昭53. 9. 1～昭56. 7.31） 大谷　泰之 （昭60. 6. 1～昭61. 6.30） 岐美　　格 （平 5. 7. 1～平 7. 6.30）

  樋口　　泉 （昭53. 9. 1～昭56. 7.31） 石原　智男 （昭61. 3. 1～平 2.12.25） 鈴木　礼治 （平 6.11. 1～平10.10.31）

  法眼　晋作 （昭53. 9. 1～昭55. 8.31） 櫻井　　洸 （昭61. 7. 1～昭63. 6.30） 加藤　延夫 （平 6.11. 1～平10.10.31）

  吉識　雅夫 （昭53. 9. 1～昭57. 8.31） 桐榮　良三 （昭63. 7. 1～平元 . 6.30） 小林　朝人 （平 7. 7. 1～平 8.10.31）

  岡村　総吾 （昭54.10.29～昭60.10.28） 阿久津　一 （昭63.10.15～平 6.10.14） 佐久間哲郎 （平 8.11. 1～平 9. 6.30）

  河合　圭吉 （昭54.10.29～昭57. 3.31）   （平 6.11. 1～平 8.10.31） 早川　　勝 （平 9. 2. 1～平11. 1.31）

  山本　賢三 （昭54.10.29～昭60.10.28） 飯島　宗一 （昭63.10.15～平 6.10.14） 斉藤正三郎 （平 9. 7. 1～平12. 3.31）

  吉田　弘一 （昭55. 9. 1～昭63. 8.31）   （平 6.11. 1～平10.10.31） 山田　勝兵 （平 9. 7. 1～平12. 3.31）

  河上　房義 （昭56. 8. 1～昭58. 5.31） 猪瀬　　博 （昭63.10.15～平 6.10.14） 松尾　　稔 （平10.11. 1～平12. 3.31）

  水渡　英二 （昭56. 8. 1～昭60. 5.31） 脇田　　仁 （平元 . 7. 1～平 3. 6.30） 佐藤　元彦 （平10.12. 1～平12. 3.31）

  神野　信郎 （昭57. 4. 1～平12. 3.31） 中村　彰一 （平元 . 7. 1～平 3. 6.30） 神田　真秋 （平11. 4. 1～平12. 3.31）

  向坊　　隆 （昭57.10. 1～昭63. 9.30） 木田　　宏 （平 3. 6. 1～平 7. 5.31） 阿部　充夫 （平11.10. 1～平12. 3.31）

  西田亀久夫 （昭58. 6. 1～昭60. 5.31）   （平 7. 7. 1～平11. 6.30）

  高橋アキラ （昭59. 9. 1～平 6. 8.31） 清水　二郎 （平 3. 7. 1～平 5. 6.30）

   （平 6.11. 1～平 8.10.31） 長谷川　修 （平 3. 7. 1～平 5. 6.30）   （就任順）

歴代運営諮問会議委員

  阿部　充夫 （平12. 4. 1～平16. 3.31） 内藤　喜之 （平12. 4. 1～平14. 3.31） 相澤　益男 （平14. 4. 1～平16. 3.31）

  生越　久靖 （平12. 4. 1～平14. 3.31） 早川　　勝 （平12. 4. 1～平16. 3.31） 小間　　篤 （平14. 4. 1～平16. 3.31）

  神野　信郎 （平12. 4. 1～平16. 3.31） 田島　　暁 （平12.10. 1～平16. 3.31） 四ッ柳隆夫 （平14. 4. 1～平16. 3.31）

  河内　弘明 （平12. 4. 1～平14. 9.30） 野嶋　　孝 （平12.10. 1～平14. 9.30） 清水　眞男 （平14.10. 1～平16. 3.31）

  佐藤　元彦 （平12. 4. 1～平16. 3.31） 渡辺　顯好 （平12.12. 1～平14.11.30） 長谷川信義 （平14.10. 1～平16. 3.31）

         （就任順）

歴代経営協議会外部委員

  阿部　充夫 （平16. 4. 1～　　　　　） 佐藤　元彦 （平16. 4. 1～　　　　　） 河野伊一郎 （平17. 8.22～　　　　　）

  内藤　喜之 （平16. 4. 1～平17. 8. 9） 早川　　勝 （平16. 4. 1～　　　　　）

  丸山　久一 （平16. 4. 1～　　　　　） 後藤　泰男 （平16. 4. 1～　　　　　）   （就任順）
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１９４ 豊橋技術科学大学三十年史

備　　考就任年月氏　　名役　職　名
Ｓ59. 4高 山 雄 二分析計測センター長
Ｈ 2. 8伊 藤 浩 一
Ｈ 4. 8伊 藤 健 児
Ｈ 6. 8後 藤 圭 司
Ｈ 7. 4亀 頭 直 樹
Ｈ10. 4神 野 清 勝
Ｈ12. 4青 木 克 之
Ｓ57. 4坂 野 武 男工 作 セ ン タ ー 長
Ｓ62. 4岡 根　 功
Ｈ 3. 8野 村 宏 之
Ｈ 5. 4北 川　 孟
Ｈ 7. 4堀 内　 宰
Ｈ10. 4星 鐵 太 郎
Ｈ14. 4川 上 正 博
Ｈ13. 4中 村 俊 六工学教育国際協力
Ｈ15. 4亀 頭 直 樹研 究 セ ン タ ー 長

（計算センター長）Ｓ56. 4本 多 波 雄情報処理センター
（計算センター長）Ｓ57. 4秋 丸 春 夫

Ｓ63. 4秋 丸 春 夫
Ｈ元. 8楠　 菊 信
Ｈ 2. 4星　　　鐵太郎
Ｈ 3. 4竹 園 茂 男
Ｈ 5. 4臼 井 支 朗
Ｈ 9. 4山 本 眞 司
Ｈ11. 4阿 部 英 次
Ｈ13. 4田 所 嘉 昭
Ｓ56. 4小 寺 嘉 秀廃棄物処理施設長
Ｓ59. 4浅 田 栄 一
Ｓ62. 4伊 藤 浩 一
Ｈ 2. 4北 尾 高 嶺
Ｈ 4. 4榊 原 建 樹
Ｈ 6. 4逆 井 基 次
Ｈ 8. 4小 松 弘 昌
Ｈ10. 4西 山 久 雄
Ｈ12. 4平 石　 明
Ｓ59. 4英　 　 　 貢国 際 交 流 会 館 長
Ｓ61. 4星　　　鐵太郎
Ｓ63. 4稲 垣 道 夫
Ｈ 2. 4臼 井 支 朗
Ｈ 4. 4大 澤 映 二
Ｈ 6. 4高 木 章 二
Ｈ 8. 4加 藤 史 郎
Ｈ10. 4本 間 寛 臣
Ｈ15. 4長 尾 雅 行
Ｈ10. 4藤 江 幸 一未 来 時 術 流 動
Ｈ14. 4臼 井 支 朗研 究 セ ン タ ー 長
Ｈ15. 4田 中 三 郎
Ｈ 9. 4穴 山　 武マルティメディア
Ｈ11. 4宮 崎 保 光セ ン タ ー 長
Ｈ13. 4新 田 恒 雄
Ｈ14. 4山 口　 誠留学生センター長
Ｈ15. 4石 田　 誠ラ ボ ラ ト リ ー 長

（歴代系長）
Ｓ53. 4西　 成 基第 １ 工 学 系 長
Ｓ55. 4齊 藤　 武
Ｓ57. 4市 川 常 男
Ｓ60. 4草　鹿　履一郎
Ｈ元 . 4沖 津 昭 義
Ｈ 3. 4後 藤 圭 司
Ｈ 5. 4竹 園 茂 男
Ｈ 7. 4小 沼 義 昭
Ｈ 9. 4蒔 田 秀 治
Ｈ11. 4三田地　紘　史
Ｈ13. 4日 比　 昭

歴代役職員

備　　考就任年月氏　　名役　職　名
（学長等）

Ｓ51.10榊 米 一 郎学　 長
Ｓ59. 4本 多 波 雄
Ｈ 2. 4佐々木　愼　一
Ｈ 8. 4後 藤 圭 司
Ｈ14. 4西 永　 頌
Ｓ52. 8横 尾 義 貫副 学 長
Ｓ55. 4西　 成 基（教育・厚生補導担当）

Ｓ57. 4本 多 波 雄
Ｓ59. 4古 屋 善 正
Ｓ62. 4西　村　正太郎
Ｈ 2. 4高 橋　 正
Ｈ 6. 4山 下 富 雄（総務・講師補導担当）

Ｈ 8. 4穴 山　 武（総 務 ・ 学 生 担 当）
Ｈ12. 4福 岡 秀 和
Ｈ14. 4小 林 俊 郎（研 究 担 当）
Ｓ53. 4齊 藤　 武副 学 長
Ｓ55. 4高 橋　 昇（総務・講師補導担当）

Ｓ57. 4西　 成 基
Ｓ59. 4佐々木　愼　一
Ｈ 2. 4楠　 菊 信
Ｈ 6. 4楠　 菊 信（教 育 ・ 研 究 担 当）
Ｈ 8. 4堤　 和 男
Ｈ14. 4松 爲 宏 幸（教 育 担 当）

（付属施設）
Ｓ53. 4小　林　陽太郎附 属 図 書 館 長
Ｓ55. 4横 尾 義 貫
Ｓ60. 4市 川 常 男
Ｓ62. 4板 野 武 男
Ｓ63. 4秋 丸 春 夫
Ｈ 3. 4紺 野　 昭
Ｈ 5. 4定 方　 啓
Ｈ 7. 4大 呂 義 雄
Ｈ 9. 4寺 澤　 猛
Ｈ11. 4北 川　 孟
Ｈ13. 4竹 園 茂 男
Ｈ15. 4亀 頭 直 樹
Ｓ53. 4冨 田　 弘語 学 セ ン タ ー 長
Ｓ55. 4高 橋 安 人
Ｓ57. 4齊 藤　 武

事務取扱Ｓ59. 4佐々木　愼　一
Ｓ60. 4大 呂 義 雄
Ｈ 3. 4野 村　 武
Ｈ 9. 4山 本　 淳
Ｈ13. 4伊 藤 光 彦
Ｈ14. 4小 杉 隆 芳
Ｓ54. 4寺 澤　 猛体育・保健センター長
Ｓ57. 4小　林　陽太郎
Ｓ62. 4寺 澤　 猛
Ｈ 9. 4安 田 好 文

事務取扱Ｓ55. 4高 橋　 昇技術開発センター長
Ｓ56. 8野　口　精一郎
Ｓ59. 4市 川 常 男
Ｓ61. 8野 田 保
Ｈ元. 8大 竹 一 友
Ｈ 3. 8中 村 哲 郎
Ｈ 5. 8後 藤 圭 司
Ｈ 7. 7藤 井 壽 崇
Ｈ 9. 4竹 園 茂 男
Ｈ11. 4吉 田　 明
Ｈ13. 4小 沼 義 昭
Ｈ15. 4恩 田 和 夫

事務取扱Ｓ56. 4高 橋　 昇分析計測センター長
Ｓ56. 8佐々木　愼　一
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１９５Ⅳ　記　録

備　　考就任年月氏　　名役　職　名
Ｈ15. 4高 木 章 二第 １ 工 学 系 長
Ｈ17. 4上 村 正 雄
Ｓ53. 4西　 成 基第 ２ 工 学 系 長
Ｓ55. 4齊 藤　 武
Ｓ56. 4板 野 武 男
Ｓ61. 4湯 川 夏 夫
Ｈ 2. 4岡 根　 功
Ｈ 7. 4星　　　鐵太郎
Ｈ11. 4小 林 俊 郎
Ｈ14. 4堀 内　 宰
Ｈ16. 4川 上 正 博
Ｈ18. 4清 水 良 明
Ｓ53. 4本 多 波 雄第 ３ 工 学 系 長
Ｓ56. 4村 山 義 夫
Ｓ59. 4野　口　精一郎
Ｓ62. 4榎 本　 茂
Ｈ 2. 4中 村 哲 郎
Ｈ 4. 4藤 井 壽 崇
Ｈ 6. 4小 正 光
Ｈ 8. 4吉 田　 明
Ｈ10. 4英　 　 貢
Ｈ12. 4榊 原 建 樹
Ｈ14. 4米 津 宏 雄
Ｈ16. 4恩 田 和 夫
Ｈ17. 4太 田 昭 男
Ｈ18. 4長 尾 雅 行
Ｓ53. 4本 多 波 雄第 ４ 工 学 系 長
Ｓ57. 4秋 丸 春 夫
Ｓ61. 4楠　 菊 信
Ｈ 2. 4阿 部 健 一
Ｈ 4. 4田 所 嘉 昭
Ｈ 6. 4中 川 聖 一
Ｈ 8. 4臼 井 支 朗
Ｈ10. 4宮 崎 保 光
Ｈ12. 4中 島　 浩
Ｈ14. 4金 子 豐 久
Ｈ15. 4横 山 光 雄
Ｈ16. 4田 所 嘉 昭
Ｈ17. 4中 川 聖 一
Ｓ53. 4武 内 次 夫第 ５ 工 学 系 長

（事務取扱）Ｓ54. 7小 寺 嘉 秀
Ｓ54.10佐々木　愼　一
Ｓ59. 4高 石 哲 男
Ｓ62. 4高 山 雄 二
Ｈ 2. 4堤　 和 男
Ｈ 8. 4伊 藤 浩 一
Ｈ10. 4亀 頭 直 樹
Ｈ12. 4神 野 清 勝
Ｈ14. 4逆 井 基 次
Ｈ17. 4青 木 克 之
Ｓ53. 4小　林　陽太郎第 ６ 工 学 系 長
Ｓ56. 4横 尾 義 貫
Ｓ59. 4紺 野　 昭
Ｓ60. 4栗 林 栄 一
Ｈ 3. 4北 尾 高 嶺
Ｈ 4. 4小野木　重　勝
Ｈ 7. 4三 宅　 醇
Ｈ 8. 4本 間　 宏
Ｈ 9. 4角　 徹 三
Ｈ11. 4中 村 俊 六
Ｈ13. 4渡 邉 昭 彦
Ｈ15. 4加 藤 史 郎
Ｈ17. 4大 貝　 彰
Ｓ63. 4佐々木　愼　一第 ７ 工 学 系 長

備　　考就任年月氏　　名役　職　名
Ｈ 2. 4吉 田 辰 夫第 ７ 工 学 系 長
Ｈ 4. 4大 澤 映 二
Ｈ 6. 4伊 藤 嘉 房
Ｈ 8. 4山 本 眞 司
Ｈ10. 4阿 部 英 次
Ｈ12. 4磯 田 定 宏
Ｈ14. 4新 田 恒 雄
Ｈ16. 4高 橋 由 雅
Ｈ18. 4堀 川 順 生
Ｈ 5. 4楠　 菊 信第 ８ 工 学 系
Ｈ 6. 4大 竹 一 友
Ｈ 9. 4鈴 木 慈 郎
Ｈ11. 4笠 倉 忠 夫
Ｈ13. 4松 爲 宏 幸
Ｈ14. 4菊 池　 洋
Ｈ16. 4北 田 敏 廣
Ｈ18. 4水 野　 彰
Ｓ53. 4土 居 敏 雄第 ９ 学 系 長
Ｓ55. 4西　 成 基
Ｓ57. 4本 多 波 雄
Ｓ59. 4冨 田　 弘
Ｓ63. 4大 呂 義 雄
Ｈ 2. 4寺 澤　 猛
Ｈ 8. 4野 村　 武
Ｈ10. 4浜 島 昭 二
Ｈ16. 4山 本　 淳
Ｈ18. 4山 口　 誠

（歴代専攻長）
Ｈ元. 4大 竹 一 友総 合 エ ネ ル ギ ー
Ｈ 6. 4英　 　 貢工 学 専 攻 主 任
Ｈ 7. 4栗 林 栄 一
Ｈ元. 4稲 垣 道 夫材 料 シ ス テ ム
Ｈ 2. 4小 林 俊 郎工 学 専 攻 主 任
Ｈ 6. 4伊 藤 浩 一
Ｈ 9. 4大 澤 映 二

H元 . 4秋 丸 春 夫シ ス テ ム 情 報
H 4. 4宮 崎 保 光工 学 専 攻 主 任
H 6. 4北 川　 孟
H 9. 4小 正 光
H10. 4藤 井 壽 崇
H12. 4英　 　 貢
H 7. 4栗 林 栄 一機械・構造システム
H10. 4小 沼 義 昭工 学 専 攻 主 任
H13. 4蒔 田 秀 治
H16. 4加 藤 史 郎
H17. 4上 村 正 雄
H 7. 4伊 藤 浩 一機 能 材 料
H 9. 4大 澤 映 二工 学 専 攻 主 任
H12. 4亀 頭 直 樹
H15. 4新 家 光 雄
H16. 4川 上 正 博
H17. 4高 橋 由 雅
H 7. 4北 川　 孟電 子 ・ 情 報
H 9. 4小 正 光工 学 専 攻 主 任
H10. 4藤 井 壽 崇
H12. 4英　 　 貢
H13. 4吉 田　 明
H16. 4田 所 嘉 昭
H17. 4太 田 昭 男
H 7. 4三 宅　 醇環 境 ・ 生 命
H10. 4北 尾 高 嶺工 学 専 攻 主 任
H13. 4本 間　 宏
H16. 4北 田 敏 廣
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１９６ 豊橋技術科学大学三十年史

平成１６年度

氏　名役　職　名

西永　頌学　 長

小林俊郎
理 事 ・ 副 学 長
（研 究 担 当）

松爲宏幸
理 事 ・ 副 学 長
（教 育 担 当）

神野信郎
理 事
（地 域 ・ 産 学 官 連 携 担 当）

生越久靖
監 事
（業 務 担 当）

河合秀俊
監 事
（財 務 会 計 担 当）

亀頭直樹
副 学 長
（情 報 基 盤 担 当）

中嶋　浩
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

神野清勝
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

藤江幸一
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

寺嶋一彦
学 長 補 佐
（目 標 評 価 担 当）

新田恒雄
学 長 補 佐
（企 画 広 報 担 当）

米津宏雄
学 長 補 佐
（研 究 戦 略 担 当）

浜島昭二
学 長 補 佐
（国 際 交 流 担 当）

蒔田秀治
学 長 補 佐
（地 域 連 携 担 当）

青木伸一
学 長 補 佐
（高 専 連 携 担 当）

小杉隆芳語 学 セ ン タ ー 長

安田好文体 育 ・ 保 健 セ ン タ ー 長

山口　誠留 学 生 セ ン タ ー 長

榊原建樹技 術 開 発 セ ン タ ー 長

青木克之分 析 計 測 セ ン タ ー 長

梅本　実工 作 セ ン タ ー 長

田中三郎未来技術流動研究センター長

亀頭直樹
工 学 教 育 国 際 協 力
研 究 セ ン タ ー 長

福本昌宏
未 来 ビ ー ク ル
リ サ ー チ セ ン タ ー 長

石田　誠
ベンチャー・ビジネス・
ラ ボ ラ ト リ ー 長

石田　誠インキュベーション施設長

中川聖一情 報 処 理 セ ン タ ー 長

中川聖一マルチメディアセンター長

平石　明廃 棄 物 処 理 施 設 長

平成１７年度

氏　名役　職　名

西永　頌学　 長

小林俊郎
理 事 ・ 副 学 長
（研 究 担 当）

松爲宏幸
理 事 ・ 副 学 長
（教 育 担 当）

神野信郎
理 事
（地 域 ・ 産 学 官 連 携 担 当）

生越久靖
監 事
（業 務 担 当）

河合秀俊
監 事
（財 務 会 計 担 当）

米津宏雄
副 学 長
（情 報 基 盤 担 当）

中嶋　浩
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

神野清勝
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

藤江幸一
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

寺嶋一彦
学 長 補 佐
（目 標 評 価 担 当）

新田恒雄
学 長 補 佐
（企 画 広 報 担 当）

恩田和夫
学 長 補 佐
（研 究 戦 略 担 当）

浜島昭二
学 長 補 佐
（国 際 交 流 担 当）

蒔田秀治
学 長 補 佐
（地 域 連 携 担 当）

青木伸一
学 長 補 佐
（高 専 連 携 担 当）

小杉隆芳語 学 セ ン タ ー 長

安田好文体 育 ・ 保 健 セ ン タ ー 長

山口　誠留 学 生 セ ン タ ー 長

岩本容岳研 究 基 盤 セ ン タ ー 長

田中三郎未来技術流動研究センター長

渡邉昭彦
工 学 教 育 国 際 協 力
研 究 セ ン タ ー 長

福本昌宏
未 来 ビ ー ク ル
リ サ ー チ セ ン タ ー 長

石田　誠
インテリジェントセンシング
システムリサーチセンター長

大貝　彰
地 域 協 働 ま ち づ く り
リ サ ー チ セ ン タ ー 長

藤江幸一
未 来 環 境 エ コ デ ザ イ ン
リ ー サ ー チ セ ン タ ー 長

石田　誠
ベンチャー・ビジネス・
ラ ボ ラ ト リ ー 長

石田　誠インキュベーション施設長

中川聖一情報メディア基盤センター長

平石　明廃 棄 物 処 理 施 設 長

平成１８年度

氏　名役　職　名

西永　頌学　 長

小林俊郎
理 事 ・ 副 学 長
（研 究 担 当）

松爲宏幸
理 事 ・ 副 学 長
（教 育 担 当）

神野信郎
理 事
（地 域 ・ 産 学 官 連 携 担 当）

生越久靖
監 事
（業 務 担 当）

河合秀俊
監 事
（財 務 会 計 担 当）

米津宏雄
副 学 長
（情 報 基 盤 担 当）

加藤史郎
副 学 長
（開 学 30 周 年 記 念 事 当）

中嶋　浩
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

太田昭男
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

新田恒雄
学 長 補 佐
（将 来 構 想 担 当）

菊池　洋
学 長 補 佐
（目 標 評 価 担 当）

高木章二
学 長 補 佐
（企 画 広 報 担 当）

寺嶋一彦
学 長 補 佐
（研 究 戦 略 担 当）

神野清勝
学 長 補 佐
（国 際 交 流 担 当）

藤原孝男
学 長 補 佐
（地 域 連 携 担 当）

青木伸一
学 長 補 佐
（高 専 連 携 担 当）

伊藤光彦語 学 セ ン タ ー 長

安田好文体 育 ・ 保 健 セ ン タ ー 長

浜島昭二留 学 生 セ ン タ ー 長

岩本容岳研 究 基 盤 セ ン タ ー 長

田中三郎未来技術流動研究センター長

渡邉昭彦
工 学 教 育 国 際 協 力
研 究 セ ン タ ー 長

福本昌宏
未 来 ビ ー ク ル
リ サ ー チ セ ン タ ー 長

石田　誠
インテリジェントセンシング
システムリサーチセンター長

大貝　彰
地 域 協 働 ま ち づ く り
リ サ ー チ セ ン タ ー 長

藤江幸一
未 来 環 境 エ コ デ ザ イ ン
リ ー サ ー チ セ ン タ ー 長

石田　誠
ベンチャー・ビジネス・
ラ ボ ラ ト リ ー 長

石田　誠インキュベーション施設長

中川聖一情報メディア基盤センター長

平石　明廃 棄 物 処 理 施 設 長
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１９７Ⅳ　記　録

歴代事務局長・部長

備　考就任年月氏　　　名職　　名

Ｓ51.10小 池 良 雄事 務 局 長

Ｓ55. 4徳 平　 滋

Ｓ58. 4天　野　賢之助

Ｓ60. 4野 村 文 昭

Ｓ63. 1小 島　 弘

Ｈ元. 8勝 村 光 彦

Ｈ 4. 4山 下 富 雄

Ｈ 6. 4藤 原　 清

Ｈ 8. 7冨 村　 勉

事務取扱Ｈ 9. 9細 江 保 司

Ｈ 9.11久 賀 重 雄

Ｈ12. 7林　 一 夫

Ｈ14. 1横 澤 昌 俊

Ｈ15.10法 月　 孝

Ｓ56. 4永 井　 烈総 務 部 長

Ｓ59. 4大 川　 仁

Ｓ60. 4吉 野 懿 彦

事務取扱Ｓ62. 7野 村 文 昭

Ｓ62.10武 田 福 夫

Ｈ元. 4大 塚 一 弘

Ｈ 5. 4渡 辺 國 利

Ｈ 8. 4細 江 保 司

Ｈ11. 4辻 田 政 明

Ｈ13. 4七五三掛哲郎

Ｈ15.11小 林 清 一

Ｈ17. 4白 石 明 教

Ｓ56. 4石 丸 雄 亮教 務 部 長

Ｓ59. 4早 川 敬 明

Ｓ62. 4小 野 重 義

Ｈ元. 4八 木　 廣

Ｈ 4. 4平 島　 明

Ｈ 6. 4神 代 香 代

Ｈ 7.12笹 沼　 忠

Ｈ10. 4加 藤 建 夫

Ｈ12. 4内 山 博 之

Ｈ14. 4木 内 行 雄

Ｈ15. 4松 本　 進

Ｈ17. 4三 野 博 正

事務局機構図
 （平成18年４月１日）

　総務係　課長補佐 　総務課長 

　学系係

　人事係

　職員係

　福利厚生係

　企画係　課長補佐 　企画課長 

　目標評価係

　企画広報係

　地域連携係

　総務係　課長補佐 　会計課長 　総務部長 

　予算係

　決算係

　収入係

　収支係

　契約係

　研究協力係 　研究協力課長 

　外部資金係

　研究センター係

　参学連携係

　企画係　課長補佐 　施設課長 事務局長 

　運用係

　建築係

　電気係

　機械係

　学務企画係　課長補佐 　学務課長 

　教務係

　大学院係

　学生係　課長補佐 　学生課長 

　就職・学生相談係

　生活支援係

　管理係 　情報図書課長 　教務部長　

　利用サービス係

　学術情報係

　情報システム係

　交流企画係　課長補佐 　国際交流課長 

　留学生・研究者交流係

　交流支援係

　入学試験係　課長補佐 　入試課長 

　調査研究係
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１９８ 豊橋技術科学大学三十年史

歳入・歳出の推移
１．　歳　入 （単位：千円）

605958575655545352昭和51 年度区分 

325,571333,435252,272237,167211,992153,08287,36252,41512,7200
授業料及び
入学検定料

特
別
会
計

国
立
学
校 250,396212,996148,781155,32563,28229,68416,0305,06270雑 収 入

575,967546,431401,053392,492275,274182,766103,39257,47712,7270計

765432平成元年636261 年度区分 

918,827880,596874,479841,145705,532684,898572,982522,314455,657434,354
授業料及び
入学検定料

特
別
会
計

国
立
学
校 356,271312,216310,318366,950376,385363,741399,957362,453328,177297,308雑 収 入

1,275,0981,192,8121,184,7971,208,0951,081,9171,048,639972,939884,767783,834731,662計

15141312111098 年度区分 

1,275,4311,207,5361,141,5371,108,5441,051,5251,041,7041,003,822980,164
授業料及び
入学検定料

特
別
会
計

国
立
学
校 625,713548,693451,495592,627499,786434,693408,670298,906雑 収 入

1,901,1441,756,2291,593,0321,701,1711,551,3111,476,3971,412,4921,279,070計

２．　歳　出 （単位：千円）

605958575655545352昭和51 年度区分 

1,669,0721,623,2371,553,0741,386,8201,324,1641,036,185738,963408,67069,78717,294人 件 費特
別
会
計

国
立
学
校

941,735928,786862,120917,7651,175,8151,096,285831,687735,230301,55322,807
運営，教育
研 究 費

31,204599,314241,096643,416905,9141,017,0742,441,855582,3802,197,3741,979,272施 設 費

2,642,0113,151,3372,656,2902,948,0013,405,8933,149,5444,012,5051,726,2802,568,7142,019,373計

765432平成元年636261 年度区分 

2,866,3972,719,3632,599,1812,513,3712,577,0602,349,6142,136,7751,946,2501,918,8071,797,807人 件 費特
別
会
計

国
立
学
校

2,629,5311,954,3942,289,6611,790,4331,654,5971,521,5301,670,3431,448,7321,429,1451,164,215
運営，教育
研 究 費

874,859241,6081,221,450169,817658,078266,179794,125363,545519,276208,750施 設 費

6,370,7874,915,3656,110,2924,473,6214,889,7354,137,3234,601,2433,758,5273,867,2283,170,772計

15141312111098 年度区分 

3,098,2093,194,8223,307,0753,271,8303,119,7463,195,9543,154,1962,883,590人 件 費特
別
会
計

国
立
学
校

2,322,9122,519,7902,233,8912,443,8022,470,5552,279,0492,237,5883,375,542
運営，教育
研 究 費

448,4251,118,03297,6551,190,0661,197,169392,870354,3921,414,196施 設 費

5,869,5466,832,6445,638,6216,905,6986,787,4705,867,8645,746,1767,673,328計

３．　法人化後（決算） （単位：百万円）

平成17年度平成16年度区　　　　　　分

3,9164,075運 営 費 交 付 金

収入

028施 設 整 備 補 助 金

1,45822
施 設 整 備 資 金 貸 付 金
償 還 時 補 助 金

52補 助 金 等 収 入

28
国 立 大 学 財 務 ・ 経 営
センター施設費交付金

1,3981,244自 己 収 入

1,3201,164
授 業 料 及 び
入学検定料収入

7880雑 収 入

1,8401,252
産 学 連 携 等 研 究 収 入
お よ び 寄 附 金 収 入 等

8,6926,621計

平成17年度平成16年度区　　　　　　分

4,3005,301業 務 費

支出

4,3004,640教 育 研 究 経 費

661一 般 管 理 費

584一 般 管 理 費

2828施 設 整 備 費

52補 助 金 等

1,156593
産学連携等研究経費および
寄 附 金 事 業 費 等

1,45822長 期 借 入 金 償 還 金

7,5785,944計

1,114677収入　－　支出
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１９９Ⅳ　記　録
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２００ 豊橋技術科学大学三十年史

Title:4.p185-203+4p++ Page:200 



２０１Ⅳ　記　録

年度別博士学位授与状況

学位の種類：博士（工学）

計
環境・生命
工学専攻

電子・情報
工学専攻

機能材料
工学専攻

機械・構造
システム工学

システム
情報工学

材料
システム工学

総合エネルギー
工学

論文
博士

課程
博士

論文
博士

課程
博士

論文
博士

課程
博士

論文
博士

課程
博士

論文
博士

課程
博士

論文
博士

課程
博士

論文
博士

課程
博士

論文
博士

課程
博士

1082昭和63年度

920891506平成元年度

1017376614平成２年度

1322496637平成３年度

1712446276平成４年度

182612122846平成５年度

9222531047平成６年度

113131351137平成７年度

9212481447平成８年度

102838111514212平成９年度

14321441456471平成10年度

1626271171023平成11年度

1228255133624平成12年度

1428454104627平成13年度

9261784348平成14年度

7432103181025平成15年度

637112153822平成16年度

1429311510563平成17年度

19845814593611027612543407830552652合　計

年度別日本学生支援機構奨学生採用状況

5432平成元年63626160595857昭和56

1091108210731073963924889839820780743715707学部
在
籍
者

681676602537525501489475442417398359346修士

6352534844483416博士

1835181017281658153214731412133012621197114110741053全学

262283292336339320273266286284268260247学部
奨
学
生

232239221218213182157159163161157147149修士

4039383838382510博士

534561551592590540455435449445425407396全学

2426.227.231.335.234.630.731.734.936.436.136.434.9学部
採
用
率
％

34.135.436.740.640.636.332.133.536.938.639.440.943.1修士

63.57571.779.286.479.273.562.5博士

29.13131.935.738.536.732.232.735.637.237.237.937.6全学

17161514131211109876

119311811185116111751178118012401229121111481097学部
在
籍
者

748738720713705721723688645629660674修士

707489888376737978778068博士

201119931994196219631975197620071952191718881839全学

396394381326308297270237245209222231学部
奨
学
生

326313302301336324274231227218235235修士

263858554741414450515443博士

748745741682691662585512522478511509全学

33.233.432.228.126.225.222.919.119.917.319.321.1学部
採
用
率
％

43.642.441.942.247.744.937.933.635.234.735.634.9修士

37.151.465.262.556.653.956.255.764.166.267.563.2博士

37.237.437.234.835.233.529.625.526.724.927.127.7全学
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本文執筆者一覧（50音順）

北 田 敏 廣川 上 正 博加 藤 史 郎太 田 昭 男上 村 正 雄Ⅰ　部

三田地紘史新 田 恒 雄堤　 和 男高 橋 由 雅神 野 清 勝

岩 本 容 岳泉 田 英 雄石 田　 誠青 木 伸 一青 木 克 之Ⅱ　部

大 貝　 彰大 石 和 彦梅 本　 実宇 野 洋 二上 村 正 雄

北 村 健 三北 田 敏 廣木 曽 祥 秋川 上 正 博恩 田 和 夫

神 野 清 勝小 林 俊 郎後 藤 信 夫小 杉 隆 芳栗 山　 繁

堤　 和 男田 中 三 郎田 所 嘉 昭竹 市　 力高 橋 由 雅

新 田 恒 雄中 島　 浩中 川 聖 一長 尾 雅 行寺 嶋 一 彦

堀 内　 宰藤 江 幸 一福 本 昌 宏平 石　 明浜 島 昭 二

安 田 好 文松 爲 宏 幸蒔 田 秀 治本 間 寛 臣堀 川 順 生

情報図書課渡 邉 昭 彦若 原 昭 浩山 本　 淳山 口　 誠

山 口　 誠安 田 好 文浜 島 昭 二加 藤 博 明加 藤 史 郎Ⅲ　部

学 生 課望 月 信 夫渡 邉 昭 彦

豊橋観光コンベンション協会豊 橋 市写真提供

1970年度豊橋青年会議所社会開発委員会中 島 芳 彦

年史編集部会の記録（抄）

国立大学法人豊橋技術科学大学開学30周年記念事業委員会（記念式部会，

年史編集部会，事業部会）発足

平成17年４月

第１回年史編集部会開催，以後15回の部会開催，WGの設置７月

目次素案作成８月

原稿執筆候補者選定９月

目次の名称検討，執筆ページ数，執筆候補者選定10月

執筆依頼者分担，執筆候補者検討11月

執筆依頼文検討，執筆要領作成12月

原稿執筆依頼開始（締切２月28日）

ページ校正案検討，原稿執筆状況の確認平成18年２月

原稿提出状況確認，督促開始３月

原稿の体裁，誤字，脱字等校正，レイアウトの検討４月

目次，レイアウトの検討，WGでの校正原稿を執筆者に校正依頼５月

写真を配置したレイアウトの検討６月

記事のタイトル，目次の検討７月

「国立大学法人豊橋技術科学大学三十年史」発注８月

部会校正９月

「国立大学法人豊橋技術科学大学三十年史」発刊10月
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●三十年史編集のお手伝いをすることになり，本箱の片

隅にツン読だった十年史，二十年史を，何回も熱心に

読み返す羽目になった。この仕事，小生には不向きの

ようで「やれやれ，ようやく無罪放免だ」というのが

正直な思いである。それにしても加藤主査・浜島副主

査をはじめ委員の皆さんの献身的な取り組みには頭の

下がる思をしている。

 （機械システム工学系　三田地　紘史）

●法人化直前，法人化後という激動時代での本学の組

織・活動状況に関しての部分を担当した。丁度，学長

補佐をしており，どなたに依頼すればよいかや，どこ

に資料があるかなどは把握していたので，何とかやり

遂げることができた。 過去の10年史，20年史も見る

機会があり，懐かしさとともに勉強になった。

 （生産システム工学系　寺嶋　一彦）

●本学も，開学以来四半世紀を越え，大学を取り巻く環

境も開学当初とは大きく変化し，大きな転換点を迎か

えている。開学当初の教職員も定年を迎え，人員的に

も世代交代が進みつつある。30年史を通して，技科大

の教育理念を今一度振り返り，変革の激しいこの時代

を超えて技科大の発展する新たな展開へとつながれば

幸いである。

 （電気・電子工学系　若原　昭浩）

●宇野洋二先生の引継として最後の整理の手伝いをさせ

て頂きました。本学の発展の節目にあり，本学の発展

にご尽力されてきた方々のご活躍を記録として残すこ

とは本学の今後の発展のための貴重な資料になるもの

と思います。私は本学に赴任してちょうど20年になり

ます。年史の記事を読みながら，この節目にあたり初

心を忘れずに気を引き締めていかなければと実感して

おります。

 （情報工学系　後藤　信夫）

●30年史編集に際し，本学開校の基本構想を読み直し改

めて先人の偉大さに感心させられました。この数年に

わたって再編WGなどで議論した本学の未来像が，す

でに30数年前に本学の開設の骨子として明記されてお

り，30年を経てやっとわれわれがその考えに到達した

のかと，自分たちの力のなさにショックを受けており

ます。

 （物質工学系　神野　清勝）

●1997年４月に本学に就任してから９年目になる。最初

の３年間は平穏そのものであったが，2001年の建設工

学系25周記念誌編集作業では嵐の到来を予感すること

になった。その後は言わずもがな。自著を含めて，著

作権保護に大きな注意を払わなくなり，本誌でも写真

選びに苦労することになった。

 （建設工学系　泉田　英雄）

●20周年の際はまだ学生であり，このような立派な年史

が発行されていたことも，編集委員を仰せつかって初

めて知ったのが実情でした。10年史・20年史と読み進

め，開学の精神とその後の発展を再認識致しました。

30年史はデジタル出版がメインとなります。原稿執筆

等，ご協力頂いた全ての皆さま方に感謝致します。

 （知識情報工学系　加藤　博明）

●“若手？”教員ということで，編集ワーキングの構成

員も仰せつかりましたが，すでに在職期間は，本学の

歴史の半分となっております。金曜日の午後に隔週で

開催された編集ワーキングは，長時間におよぶことも

ありましたが，休日返上で編集作業をされた浜島先生

のご尽力で，スムーズに進行致しました。結果的には，

本学に対する多くの方々の思いや研究レベルの高さを

再認識する有意義な機会となりました。ご協力頂きま

した皆様に，厚く御礼申し上げます。

 （エコロジー工学系　辻　秀人）

編　集　後　記
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●編集部会発足の当初は，委員は原稿を書かないという

ことにしましたが，役目柄であったり，他に引き受け

手がいなかったりで，結局，４　 つも書く羽目になって

しまいました。うち一つは，編集業務と授業準備の間

に資料を調べなければならず，立場を濫用して，ぎり

ぎりで書き上げました。執筆者の皆さん，ゴメンナサ

イ。

 （人文・社会工学系　浜島　昭二）

●学長の西永先生から編集部会主査を依頼されたのが平

成17年６月初めかと思いだす。当時，建設工学系の系

長を３月に終えたばかりで定年をあと５年に控えた時

期であった。�編集は，図書課，学生課および各系か

らの選出委員（３人は執行部指名の学長補佐）で開始

された。第１回目の部会を７月に開くことができた。

部会にWGを置き，基本的には部会とWGを隔週に開

催する方針で作業を開始した。�加藤は記録誌等の委

員の経験はあったが，主査の経験が無かったこと，学

長補佐の浜島先生がご経験豊富とのことで，副主査を

即座にお願いした。これが作業を順調に進めることに

なり，方針検討が滑らかに船出した。�18年４月１日

までの記録を編集する方針をまず立て，12月末に執筆

依頼，18年３月末に原稿入手，６　 月末に編集終了し７

月初めには「本としての年史」を印刷会社に発注とい

う作業目標を立てた。途中 CD-ROM形式の出版も行

うことに変更したが，最終的には約ひと月遅れとなっ

た。�編集の重要項目を部会では「法人化」としたが，

編集時の委員の意識下には，「今後の本学と高専との

関係，本学の将来」が流れていたかと思う。�編集を

終えるにあたり，資料提供を頂いた多くの皆様，部会

の皆様に感謝し今後の本学の繁栄を祈ります。

 （建設工学系　加藤　史郎）

年史編集部会委員

宇 野 洋 二４　系後 藤 信 夫４　系加 藤 史 郎主　査

三 野 博 正神 野 清 勝５　系浜 島 昭 二副主査

泉 田 英 雄６　系三田地　紘　史１　系

教務部学務課加 藤 博 明７　系寺 嶋 一 彦２　系

教務部情報図書課辻　 秀 人８　系若 原 昭 浩３　系
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国立大学法人 豊橋技術科学大学三十年史
平成18年10月１日●発行日

国立大学法人 豊橋技術科学大学開学30周年記念事業委員会年史編集部会●編　集
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